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平成29年度

対象雑草 処理法 処理時期
使用量
(/10a)

適用土壌 適用地域 使用上の注意

2.AL-513(改)細粒
アラクロール　4%、
リニュロン　1.04%

［日産化学］

大豆 実・継
(従来
通り)

一年生雑
草

土壌処
理(全
面)

播種後出芽
前、雑草発
生前

4～8kg 全土壌
(砂土を除
く)

東北以南 ・中耕培土後、雑草
発生前処理での効
果・薬害の確認
・ツユクサに対する除
草効果の確認
・薬量6～8kg/10aで
の効果、薬害の年次
変動の確認

3.BAH-1701　液
既知化合物A：
480g/L
既知化合物C：
22.4g/L

［BASFジャパン］

大豆 - <作用性>

9.NP-66フロアブル
ピロキサスルホン
1.7%
リニュロン12%

［日本曹達］

大豆 継 ・効果、薬害の確認

生育調節剤

対象作物
使用目的

処理法 処理時期
使用量
(/10a)

適用土壌 適用地域 使用上の注意

さとうきび 実・継 さとうきび
発芽促進

育苗セ
ル灌注

セルトレイ植
付直後

　0.5mL
<1000mL
>/セルト
レイ

- 全域 ・発根促進効果の確
認

さとうきび
(春植え)

- <作用性>

さとうきび
(夏植え)

- <作用性>

継続の内容

使用基準
継続の内容

1.BAW-1601乳
ピラクロストロビン
19.2%

［BASFジャパン］

薬剤名
有効成分及び
含有率(%)

作物名 判定
使用基準

薬剤名
有効成分及び
含有率(%)

作物名 判定

生育調節剤
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平成 30 年度および 2019 年度       
茶園関係除草剤・生育調節剤試験判定結果 

 

 (公財)日本植物調節剤研究協会 技術部 
 

 

平成30年度および2019年度茶園関係除草剤・生育調節剤

試験成績検討会は､2019 年 9月 4 日(水)に植調会館 3階会

議室において開催された｡ 

この検討会には､試験場関係者6名､委託関係者4ほか､

計 16 名の参集を得て､除草剤 2 薬剤(5 点)､生育調節剤 1

薬剤(4点)について､試験成績の報告と検討が行われた｡ 

 その判定結果および使用基準については､次の判定表に

示す通りである｡ 
 
 

平成 30年度および 2019年度茶園関係生育調節剤試験 判定 

生育調節剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

1.AKD-8147 水溶 
1-ナフタレン酢酸ナトリ
ウム:22.0% 
 
 
[アグロ カネショウ] 

茶 茶芽萌芽抑制効果の検討 実・継 実)[茶芽の萌芽または生育抑制] 

・秋整枝後､越冬芽萌芽前 

・1000倍 

・散布 

 

継) 

・薬量2000倍での効果,薬害の確認 

・摘採後および整枝後処理での効果,薬害の確認 

・秋整枝後の萌芽後処理での効果,薬害の確認 

 

 

 

2019年度茶園関係除草剤試験 判定 

除草剤     

薬 剤 名 
有効成分および 

含有率(%) 
[委託者] 

作物名 ねらい 判定 判定内容 

2.UPH-004 液 
グルホシネート:18.5% 
 
 
[ユーピーエルジャパン] 

茶 茶の畦間処理における､一年生雑草に
対する効果・薬害の検討 

継 継) 

・効果､薬害の確認 

 

平成 30 年度および 2019 年度茶園関係除草剤・生育調節

剤試験成績検討会は，2019 年 9 月 4 日 ( 水 ) に植調会館 3

階会議室において開催された ｡

この検討会には，試験場関係者 6名，委託関係者 4ほか，

計 16 名の参集を得て，除草剤 2薬剤 (5 点 )，生育調節剤 1

薬剤 (4 点 ) について，試験成績の報告と検討が行われた ｡

その判定結果および使用基準については，次の判定表に

示す通りである ｡

委託試験判定結果

( 公財 )日本植物調節剤研究協会　技術部

平成 30年度および 2019 年度茶園関係
除草剤・生育調節剤試験判定結果

平成 30 年度および 2019 年度茶園関係生育調節剤試験 判定
生育調節剤

2019 年度茶園関係除草剤試験 判定
除草剤
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